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アブストラクト：

オリジナリティ：

目的：

方法：

多成分分解モデルを用いて、異なる進化の歴史を持つ
SextansとSculptorの化学進化を解析。各元素に対する
様々な天体物理過程（大質量星、SNe Ia、AGB星、r/s
過程等）の寄与を定量的に評価。

観測された元素存在量を多成分分解モデルにより直接定量化
SextansとSculptorにおいて、各天体物理過程の寄与率を定量的に分離する

SextansとSculptorの元素組成を詳細に分析
→星形成史と進化過程を明らかにすること。

異なる質量を持つ星の寄与を時間軸で定量的に評価し、
元素生成源と初期質量関数（IMF）の違いを通じて矮小
銀河の化学進化モデルを確立すること。

多成分分解モデル：𝑁𝑖,𝑐𝑎𝑙 = (𝐶𝑃𝑁𝑖,𝑃 + 𝐶𝑃𝑟𝑖𝑁𝑖,𝑟𝑖 + 𝐶𝑠𝑒𝑐𝑁𝑖,𝑠𝑒𝑐 + 𝐶𝑟𝑚𝑁𝑖,𝑟𝑚 + 𝐶𝑠𝑚𝑁𝑖,𝑠𝑚 + 𝐶Ⅰ𝑎𝑁𝑖,Ⅰ𝑎) × 10 𝐹𝑒/𝐻

各𝑁𝑖,𝑘は、それぞれ異なる天体物理過程によって生成された元素の存在量を示す。
各𝐶𝑘は、各プロセスの寄与を示す係数。太陽の場合𝐶𝑘 = 1、P成分のみ0となる。
最小二乗法を用いて、観測データとの最適フィッティングで求める。

Sextansのモデル： 𝑁𝑖,𝑐𝑎𝑙/𝑁𝐹𝑒 = 𝐶𝑃𝑟𝑖𝑁𝑖,𝑟𝑖 + 𝐶Ⅰ𝑎𝑁𝑖,Ⅰ𝑎

Sculptorのモデル： 𝑁𝑖,𝑐𝑎𝑙/𝑁𝐹𝑒 = 𝐶𝑃𝑁𝑖,𝑃 + 𝐶𝑃𝑟𝑖𝑁𝑖,𝑟𝑖 + 𝐶𝑟𝑚𝑁𝑖,𝑟𝑚 + 𝐶Ⅰ𝑎𝑁𝑖,Ⅰ𝑎

𝑁𝑖,𝑐𝑎𝑙/𝑁𝐹𝑒 = 𝐶𝑃𝑁𝑖,𝑃 + 𝐶𝑃𝑟𝑖𝑁𝑖,𝑟𝑖 + 𝐶𝑟𝑚𝑁𝑖,𝑟𝑚 + 𝐶𝑠𝑚𝑁𝑖,𝑠𝑚 + 𝐶Ⅰ𝑎𝑁𝑖,Ⅰ𝑎

（T. Masseron et al.(2010)の[Ba/Eu]<0によるr過程分類法に基づき分類）

結果：

コメント：

各𝑁𝑖,𝑘の信頼度は？
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